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研究成果の概要（和文）：新石器時代の食用植物である球根類（鱗茎）の種類と時空間分布を植物考古学的に解
明した。炭化鱗茎と土器圧痕鱗茎の同定方法を開発し、炭化実験や調理実験を行って、日本列島の縄文・弥生時
代および韓半島の新石器時代の土器付着炭化鱗茎や単独で出土する炭化鱗茎をツルボと同定した。
また、ツルボ利用の起源が縄文時代草創期に遡り、弥生時代中期まで関東以南の本州島および韓半島に見られる
点を確認した。アク抜きが必要なツルボは、日韓の新石器時代では土器で加工した重要な食料資源の一つと考え
られる。さらに、土器圧痕鱗茎にはノビルとツルボの二種の存在を明らかにした。

研究成果の概要（英文）： The species and spatio-temporal distribution of Neolithic edible bulbous 
plants (scales) were elucidated. We conducted carbonization and cooking experiments to identify 
carbonized scales attached to pottery from the Jomon and Yayoi periods in the Japanese archipelago 
and the Neolithic period in the Korean peninsula. We identified pottery indentation scales and 
carbonized scales as Barnardia japonica.
 We confirmed that Barnardia japonica was used since the early Jomon Period and
continued to be used until the middle Yayoi Period on the Honshu Island eastward to the Kanto Region
 and on the Korean Peninsula. Although bleaching is required to remove astringent contents, 
Barnardia japonica bulbs were one of the important food resources processed with earthenware in the 
Neolithic period in Japan and Korea. Moreover, we have revealed that two kinds of bulbs of Allium 
macrostemon and Barnardia japonica occur in the earthenware impressions.

研究分野： 植物考古学

キーワード： 鱗茎　植物利用　縄文時代　弥生時代　新石器時代　土器圧痕　土器付着炭化物　レプリカ法
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研究成果の学術的意義や社会的意義
遺跡出土植物遺体の一つとして、球根類（鱗茎）の存在は知られていたが、どのような種かは明らかにされてこ
なかった。若手研究（B）に続く本研究により、鱗茎の同定基準が明確になり、外部形態と細胞形態の観察によ
って土器付着の炭化鱗茎はツルボ、土器圧痕鱗茎はノビルとツルボの２種が初めて同定された。ツルボはアク抜
きが必要な種のため、縄文時代草創期からアク抜きを伴う食用化行われていたと推定され、植物形態学的な同定
基準の確立に加えて、人間と植物の関わりにおいても重要な発見となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様式Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
新石器時代の食用植物として球根類（鱗茎）

の利用が加わることが分かってきた。鱗茎（り
んけい）とは、鱗片が複数重なる構造をもつ球
根である。食用可能な鱗茎には、野生植物では
ノビルやアサツキ、ツルボ、外来植物ではヒガ
ンバナ、栽培植物ではニンニクやラッキョウな
どがある（図１）。遺跡から出土する鱗茎には
２種類あり、土器内で調理されて炭化した状態
で土器の内面に密着して出土する土器付着鱗
茎と、炉などから単独で出土して食料にされた
と推定される炭化鱗茎があり、両者は異なる種
類と推定されている。いずれも当時の植物質食
料と考えられるが、炭化していて状態が悪く、
これまで外部形態や細胞形態での同定は困難
であるとされてきた（中沢 2008）。 
前科研で申請者は同定が困難であった炭化鱗茎の同定方法を開発し、縄文・弥生時代の土器内

での加工を示す土器に付着した炭化鱗茎が「ツルボ」であると初めて明らかにした。ツルボは日
本列島のほかに韓半島の新石器時代の土器付着炭化鱗茎でも確認され、日韓の新石器時代では
重要な食料資源の一つであった可能性を指摘した。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は鱗茎同定の手法をさらに発展させ

て、以下の２点を明らかにする。 
 
（１）土器付着炭化鱗茎とは異なる種類と推定
される、炉などから単独でまとまって出土する
炭化鱗茎の種類を明らかにする（図２）。 
 
（２）新石器時代に利用された鱗茎、鱗茎利用
文化の起源と伝播、利用技術の地域性、時期的
変遷などの時空間的な情報を植物考古学的に
解明する。  
 
３．研究の方法 
 
 縄文時代の遺跡と、韓半島の
新石器時代の遺跡を対象として
土器付着および単独出土鱗茎の
調査を行い、種の同定を行うこ
とで、定性的・定量的評価を加味
するとともに、資料の同定技術
を向上させる。そのためには、以
下の３つの作業を行う。また、
研究の進め方および連携研究
者、研究協力者との調査体制を
図３に示す。 
 
（１）現生鱗茎標本の収集・観
察・炭化実験による同定方法の
高精度化 
 先行研究により収集した鱗茎のリスト（10 種）を基盤として、植物学の連携研究者や研究協
力者と、東北大学植物園、森林総合研究所、国立歴史民俗博物館くらしの植物苑の協力の下、約
10 種各 200 点を目標にして春と秋の２回に渡って現生鱗茎標本の収集や購入を行う。実体顕微

図２ 出土炭化鱗茎の種類（佐々木 2014） 

図１ 食用可能な鱗茎の種類（佐々木 2014） 

図３ 調査方法及び調査体制 



 

 

鏡下で収集した鱗茎の外部形態（横
断面）の観察・計測と写真撮影を行
い、必要に応じて生の鱗片から包埋
切片を作製して、組織を観察する。
また炭化実験を行って走査電子顕
微鏡を用いて鱗茎の細胞形態（表
皮・葉肉細胞）の解剖学的な観察・
計測を行い、前科研で開発した同定
基準を補強、高精度化する。現生鱗
茎は生の植物であり、計測や炭化実
験は、短期間に行う必要がある。研
究協力者及び計測・撮影補助者の協
力を得て効率良く進める。 
 
（２）遺跡出土鱗茎の収集・観察・
同定 
 遺跡から出土する鱗茎資料につ
いて調査を行い（図４）、形態等の記
録を作成する。そして可能な限りそ
の試料の提供を受け、上記で構築し
たデータベースを活用して鱗茎の
種類の同定を行い、鱗茎食用化のプ
ロセスを検討する。年代が不明な鱗
茎については、放射性炭素年代測定
を行う。 
 
（３）現生鱗茎実験と鱗茎利用に関
する民俗調査を日韓で実施 
 ２）で得られた成果に基づいて、
１）で収集した鱗茎を使用して土器
を用いた加熱実験を行い、出土鱗茎
の出土状況と比較を行う。また食用方法は民俗調査でも収集し、茹でる（日本、韓国）方法と、
蒸す（韓国）方法で食用化について検討する。 
 
４．研究成果 
 
（１）現生鱗茎標本の収集・観察・炭化実験による同定方法の高精度化 
 植物学の連携研究者や研究協力者と、東北大学植物園、森林総合研究所の協力の下、春と秋の
２回に渡って現生鱗茎標本の収集や購入を行った。実体顕微鏡下で収集した鱗茎の外部形態（横
断面）の観察・計測と写真撮影を行い、データベース化した。また炭化実験を行って走査電子顕
微鏡を用いて鱗茎の細胞形態（表皮・葉肉細胞）の解剖学的な観察・計測を行い、前科研で開発
した同定基準を補強、高精度化した。 
 
（２）遺跡出土鱗茎の収集・観察・同定 
 全国各地の埋蔵文化財担当者の協力を得て、日本列島各地の遺跡から出土する鱗茎資料につ
いて調査を行い、形態等の記録を作成した。そして可能な限りその試料の提供を受け、上記で構
築したデータベースを活用して鱗茎の種類の同定を行った。年代が不明な鱗茎については、随時
放射性炭素年代測定を行って年代的な位置づけを明らかにした。 
この結果、単独の縄文時代草創期の炭化鱗茎にツルボが同定され、土器付着炭化鱗茎で同定さ
れたツルボと種の差異がないことが明らかになった。また、土器付着炭化鱗茎は縄文時代前期か
ら晩期、また当初予測していなかった弥生時代前・中期まで検討した遺跡でツルボが同定された。
成果は学会や紀要等で発表した。 
 
（３）現生鱗茎を用いた実験と鱗茎利用に関する民俗調査を日韓で行う。 
 ２）で得られた成果に基づいて、１）で収集した鱗茎を使用して土器を用いた加熱実験を行い、
出土鱗茎の出土状況と比較を行った。また食用方法は民俗調査でも収集し、茹でる（日本、韓国）
方法と、蒸す（韓国）方法で食用化について検討した。韓国では土器を用いてノビルとツルボの
加熱実験を実施し、炭化鱗茎を観察し、同位体分析を実施した。民俗調査は COVID-19 の影響
で渡航不可になったため、十分に実施できなかった。 
 
（４）土器圧痕鱗茎の同定 
 ２）の調査を進める中で、縄文時代の土器圧痕に小型の鱗茎の圧痕が一定量含まれることが新

図４ 段階別の鱗茎調査方法 



 

 

たに判明した。圧痕では鱗茎断面の構造の観察はできないため、全体のプロポーションと表皮細
胞の形態で同定する必要があった。このため、現生の小型の鱗茎圧痕のプロポーションと、縦横
比、表皮細胞の形態、また現生の小型の鱗茎を粘土板に押し付けて作成した圧痕の形態との比較
を行い、土器圧痕としてみられる鱗茎にはノビル型とツルボ型の二者があることを見出し、学会
やシンポジウム等で発表を行った。 
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